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第 一 圆 

歐 洲 に 於 け る 最 初 の 電 弧 鎔 接 橋 

?01汰0(11"0界ェ科大寧敎校8"【汰0 81̂ 18^ 

本文はポ—ランド公使の依頼により本會に於て邛譯ぜろものにして最近鼓速ぜろ^孤然 

接描の好资料なりと订ず。 

ポ—ランド政府は1カ界ぉ
2
附近に於て8111(1^4河に電弧^?迈路橋を架設した。之れは 

歐洲に於ける電弧鎔接^1极の设初のものである。本嵇は、ゃ汰1"3汰界より？0211肌を經て 

06で11'ひに至る主耍阈道上に位し，10米，徑間26米のものであって歩逬は兩主構の 

外側の肱桁に依て支へらる。 

勁荷重に對する計荪はホ'ーラント'政府が1925年に規定せる仕様杏に基いた。本仕樣苦は 

:屮:迈を幅2.5米の縱帶に分割して，各縱帶に^ 

さ0.0米の20砘蒸'站辗呢機（12屮8)と共の 

前後に1平方米に付き500瓧の等布荷筑(縱帶 

の長1米に付き1.25賊）を荷載することを規 

ぉしてゐる（第ー圔參照）。 

逝路の全幅0に荷;战し得る全活荷重は次の 

式に依って與へらる、"なる係數を1縱帶の 

荷爪に乗じて求めらる， 

91=0.4 6 6さ5.00加. 

ヰ1+0.2 6 ?05.00' 

但しわは車迈幅II 

是に依れば車逍の全荷盟は幅^ 5.0米迄は幅"の辨加に比例して増大し，5.0米を超ゆれば 

增加率稍々滅少す。 

描析は牛问^桁として計算し，共の應力は鼓大應力を生す可き位近に貧荷して求めた。抗 

柩村はり01-34131"3"氏の公式に依ってゎ"0议1;1^に對する計算をした。 

本梳梁に使爪せる截村は軟鋼にして，共の破逸抗張强度はェ平方栩に付き3 700～4200 

近,鼓小仲張度20タくである。 

電 弧 狩 接 ェ 事 仕 樣 書 

ボーンラド政府は1928年4坷^,接ェ7]〖に關する仕從きを規定した。宽弧銘接鋼權造 

物に對する公定代樣せとして世界敁初のもので，次の各條项は共の一部であろ。 

え 6 〃 — さ ^ 3 



.」 歐洲に於ける最初の觉孤銘接描 

電極は軟鋼を以て製作せられ，其の破壊强度は1平方鹏に付き3700～4200瓧にして，炭 

素含有量0.1お以上；满俾含有1;は0.加お以上たるべく，叉下記試驗に合格する事を耍す。 

抗張試驗軟鋼の試料を第二圖に示すが如く鎔接し，之れを第三圖の如き斷面となすベし。 

破壊張應カは軟鋼の破壊張應カの80艿以上，卽ち1平方鲤に付き0.8x3 700二2 9.60私'以 

上たる可し（本試驗3囘）。 

伸張度試驗本試験に對しては，供試體は9""".の深さの滞を切りたる鋼釵を川ひ，此の 

滞に第四圃に示すが如く ̂ ^妾金磁を以て數歷に鎔接すべし。然る後供試體を-褒返しにし，第 

五圖の如く反對側に9耗の溝を切り，再,び鎔接金羼を以て満たすべし。 

第 四 圓 第 五 圃 

~4 ， . 

斯くして製作せる鋼銥を3分し，第六圃に示すが如 

き直徑10耗の丸棒形の供試體3侗を作り，之れ等に 

!6て伸張度を測定すべし。 

.伸張度は少くとも化ぉたるべし（本試験3囘）。 

彎曲試驗木試驗は大さ120 X 70x1(5 " "仏の平鋼 

第 七 圃 

第 六 蹈 

③ 

第 八 囫 



歒洲に於ける设初のぶ弧鉢接權 3 

釵に就て行ふものにして，第七圆に示す如く鍋銀の屮央に於てV形に鎔接し，然る後荣八圃 

に示すが如く供試^^萄釵の厚さの3倍に等しき直徑を有する鋼^^の周りに特曲すべし。 

而して180度錢曲せしむるも龜裂を生ぜざる事を要す（本試験3囘）。 

剪カ^本試驗に對しては，供試體は第九圃に示せるが如き2枚の鋼釵と添接釵との 

問を5x5粍，10x10耗，15x15 ']^さ各々5 

糖に鎔接したるものを用ふベし。 

而して之れ等の鋼釵の斷面は各々下記の8な 

る力に對して充分抵抗する大いさたる事を要す。 

鉢接體の厚さ 

第 九 国 

:10 

:15 

ビ20 000 

二 28⑤0 

" 腦 

:2 400 

ぶ.、'は鍋左照の^小牴抗カなり。（本試験3種に付き各3囘 

卽ち9囘）。 

孔に於ける剪カに對しては，（第十圃參照）供試體は鋼鋭ハ1ゾ 

さ及び孔の虹徑に應じて下記の《なるカに對して抵抗する?!;: 

を要す。 

叙宛に於けろ 
銦敛の厚さ0?)孔の赶徑(め 

810111. 811110. 

10 

12 

15 

10 

]2 

14 

8 

1000ぉ. 

1400〃 

2 000〃 

3 000グ 

《5 

750ヒほ. 

1100〃 

1600〃 

2 500 'ノ 

めは孔に於ける鎔接體の^小抵抗カなり（本試験4紐に付き^ 2囘卽ち8囘）。 

^̂ 妾の;]1节は著者の公式に依りたり，卽ち 

ゎ-(ん0 —なり《ぉぎ./1加
2

. 

-(640—80《）《〃 

但し（は鉢接幅なリ。 

本 橋 の 構 造 

本橋0主稱は寫眞第ーに示すが如く拋物線形秘嵇にして，共のぉ效徑[!!],は27.0川"徑 

問の中央に於ける檸の高さはである。 

卽ち 
6.28 

構の部村は附圆第一及び第二に示せるが如く平鋼，滞形鋼及び山形鋼より成る。弦村はニ:'な 

丁形にして，全部高さ370耗，はさ12粍の縱鋼鈸を1"!隔300粍にぉ泣てた。上弦材は縱 



欧洲に於ける最初の','ぷ弧^接橋 

鍋釵1牧宛，下弦材は附圆第ーに示すが如き寸法の鋼釵2枚宛にて糸1^てらる。设初弦村 

は2枚と3枚の鋼釵を用ふる設計なりしが鎔接の量を滅ぜしむるために1枚と2枚に變 

更した。附圃第二は本設計の要點を示すものである。 

縱桁にはI形術を川ひ，之れを梯形鋼叙にて横桁に|#|妾し，縱析を间定せしむると同時に 

橫桁の腹叙を補剛せしめた。此の構造に依れば縱桁は彈性支點に支へらる、連接桁として計 

??:する事を得る。支點の彈性は街の速緩性に基く利益を著しく減狡するものでぁるカ':，搲 

桁と同時に働くため，横桁の材料を12ぉ丈け節約する事が出来る。 

すべての鋼釵は衝頭鎔接としたが計算上，衝頭鎔接に於ては共の構成部村の抵抗力の75 ^ 

のみを有效として認めらる\に依り，和脚蓋銥を附加した。 

耐風綾構は70x70 XI耗の山形鋼を用ひ，主構の下弦村と横桁を接合せる水平繋飯に鎔接 

した。 

架 橋 

長さ7米以下の部村は工場に於て鎔接した。各部の動搖を防がんがため第十一圔及び第 

十二圃に示すが如き特別なる梓を約1米の間隔に配笸した。 

第 十 一 圆 

此の枠は鎔接體の极斷面に合ふ様直徑20耗の丸鋼を屈曲して製作し，共の内側に梨釵を 

鎔接し其の問に5^6輕の間隙を錢した。此の間隙は2個の山形鋼に依って調節し垂直鎮 

の厚さ卽ち12耗に相當する幅を保った。水平留金としては50耗の溝形鋼を使川した。上 

弦材に於ては第十二圆に示すが如く梨銀と緣旗との問に自山に電極を近付け得る樣25耗の 

叫隙を殘した。 

垂直村は平鋼1枚と山形鋼
4
枚とより成り，之れ等を兩端に於て固定し縱に鎔接を行った。 



5 

斜村を形成する2個の溝形鋼は假りに其れ等に2侗の短い溝形鋼を取付けて固定し，（第 

十ミ圜參照）又溝形鋼の問隔を正確に保っために第十四圆に示すが如き適赏なる2個の切缺 

を有する鐵板を之れに嵌め込んだ。 

第 十 三 圃 第 十 四 圃 

亡 

ぶ 

匕 

氛 近 

桢桁は第十五圖に示すが如くミ2̂ に用ひたものと同様なる梓によってォ&̂ てた。 

現士おに於て川ひられた電流は約30ボルト，]80アンペア一のもので人工き樹妾をなし，鎔 

接川の電極は2ひ13犯18のビ011(1111.6 2100*^(1116入1は0さ0110に於て〗凝作せられし'"入で003 " 

"'丄'(31は;1611(1"と稱する毅接劑にて被贾せる電極を使坩した。 第 十 五 圃 

工場に於ける仕事は"^汰"幼欢の附近にある！^;1"1:1^！1加-

、"1で1:;の1《卩、"(12̂ ;橋梁製作所で行った。 

現場の材料組立は木迭假機橋上に於て行ひ，すべての叙村は 

木迭起篮機にて適當なる位置に述搬し先づ橋床を^^て，然 

る後主轔を組立てた。（寫眞第ニ參照） 

鎔接には3人の鎔接乎を使ったが，全ェ事に從眾した延人 

眞は工場に於て1100時人，現場に於て900時人であった。 

:ィ4岳梁の橘沐は寫眞第三に見る如く錢筋コンクリート床版 

である。 , 

試 驗 結 果 

も電極の試驗 お 

マに極の試驗の平均結果は次の如し。 

ザ 

抗 ， 链 9同の平均 3 920 !^./(:11^. 

伸張度試驗 0囘の平均 20.1^ 

暨曲試磁 数度の試驗に於て良好なる結果^符.す：り。 

茵カ試链 5 x 5 血 加 の も の 平均】1421^/0加 

1 0 x 1 0 〃 〃 1 9 0 0 〃 

15x15 ' " 2 4 5 0グ 

孔 は 於 け る 剪 カ 試 驢 銅 釵 8 瓜 ！ 0 の も の 平 均 5 200ぉ8 

〃 1 0 〃 〃 6 070〃 

〃 1 5 〃 〃11700〃 



欧洲に於けろお初の'お孤鎔接橋 

じ.棟梁完成後の構造試驗 

通行開始に先立ち靜荷31及び動荷重を戟荷した。靜荷重は橋の中^^5長さ6米に宜り厚さ 

80極の砂の謄（1320おか1
2
)を敷き乂兆の他の部分全値に厚さ30轭の砂腔（500ぉ/出

2
)を 

敷均した。而して之れに依って现はれた境虚は約
6
耗でぁった。動荷重は蒸氣'腿麼機1[ぉ 

でぁるがその撓度は僅に1.7耗に過ぎなかった。之れに依って見るも本橋の剛性は綴釘に依 

るものに比して遙に大なることが判る。 

本橘粱の總近:1は55餽でぁる。綴釘橋梁であれば70餽にもなったであらう。此の如く 

材料は21.4^節約し得たが橋梁の工事費中には電弧鋭妾に必要なる器械の原惯惯却の大部 

分をも含めねばならぬため，不幸にして全體としては之れと同程度の節約をなすことは出來 

なかった。 

夫故に電弧鎔接橋のェ都费は綴釘橋の工事費と殆んど同様でぁる。然しながら著者は此の 

2種の橘梁のェ事費割合カ;漸次電弧 1̂妾橋の方に有利になって行くことを固く信する。 

设後に此の電5))̂ ^妾構迭物を果斷にも初めて許可した當局者たる土木省，特にその大臣た 

りし]^0"肌26柳"氏並びに巡洛局長：^6缸0で0诉^,,氏には共に大いに感謝すべきである。 

本橋梁は著者の設計せるものなるが同時に著者は共の構造組立及び架設の總監督者でぁ 

つた。1)011加"，ュ助;加1?:1及び[加;加1^の三氏はェ場に於て，8ヒ界1"(^1^氏は现場に於て各 

其の監舒者であった。（終） 
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附 困 第 一 側 面 圉 
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附 圉 第 ニ 横 斷 面 圖 
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